
2026年 1月 18日 （朝 10：30-11：30） 

聖 日 礼 拝 司会 城尾マコト 

前 奏 全員黙祷  「新聖歌 23番」 

招 詞 ヨハネ福音書 11章 33～35節(新 159頁) 司会者 

頌 栄 ♪新聖歌 60番 

主の祈り  全 員 

使徒信条  全 員 

交読文 新改訳 48番 イザヤ 35章 917頁 司会者・全 員 

聖 書 伝道の書 3章 21節(旧 924頁) 司会者 

讃美歌 ♪新聖歌 108 丘に立てる荒削りの 

祈 祷 司会者による祈り 

 ♪子供達の祝福の為の賛美 484番 

讃美歌 ♪新聖歌 185 来れ誰も 

メッセージ 「またあおうね」 城尾淳一 

讃美歌 ♪新聖歌 438 悩む世人のために 

    証とお知らせの時間 

献 金 ♪新聖歌 55番 

頌 栄 ♪新聖歌 63番 

祝 祷  城尾マコト牧師 

後 奏 全員黙祷 ♪新聖歌 59番 
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■ 伝道の書とは 
伝道の書は、知恵・富・権力をすべて手に入れたソロモンが人生を総括する
形で書かれた哲学エッセイです。バビロン捕囚後の苦しい時代、ユダヤ人た
ちは「神は本当に正しいのか」「人生に意味はあるのか」「死後はどうなるの
か」と問い続けました。この書は、これらの問いに正面から向き合い、簡単
な答えを避けつつも、最終的に「神を恐れよ。神の命令を守れ」と教えます。 
 
■ 人の視点と神の視点 
1章、2章では「日の下で」つまり神様抜きの人間の視点から人生を観察し
ます。知恵を追求しても、快楽を求めても、大事業を成し遂げても、結論は
「すべて虚しい」でした。しかし 3章では視点が変わります。「すべてのこと
には時があり、すべてのわざには時がある」。人間には虚しく見える出来事
にも、神の側には「時」があることを示します。人は自分で「時」を選ぶこと
ができず、神のなさることの全体を知ることもできません。 
 
■ 死の前での人間の限界 
伝道の書は厳しい現実を語ります。この世は不正に満ち、正しい人が苦し
み、悪人が栄えることがあります。そして、人の子らに起こることは獣にも
起こり、これが死ぬように、あれも死にます。人には知恵があり、永遠を思
う心がありますが、死は避けられず、未来はわからず、自分の結末を支配で
きません。その点では獣と変わらないのです。神はこのことを説明せず、答
えを与えません。ただ、人が自ら「自分は世界を理解できていない」と悟る
ようにされたのです。 
 
■ 誰が知るか？ 
伝道の書 3章 21節「だれが知るか、人の子らの霊は上にのぼり、獣の霊
は地にくだるかを」。この箇所は、読み方によっては人の魂は天国に行くが
動物の魂は行かないと教えているように見えます。しかし、伝道の書を 1
章から読み進めていくと、この書物は神様のなさることを一貫して「わから
ない」こととして、何一つ断定していません。ここは「人の魂や動物の魂はど
こに行くのか、誰も知らないだろう」と解釈することができます。それは神
だけが知っていることで、私たちには決して知ることのできないことです。 
 
■ またあおうね 
日之影キリスト教会では、小さな猫の家族がいます。大阪で一緒だった猫
は、先に天に召されました。お母さんと今の猫たちも、やがてみんな私より
先に旅立っていきます。また会えるでしょうか。それはわかりません。しか
し神様いつも最善です。だからただ神様に祈ります。「またいつか、天の国
へ帰った時にまた会わせてください」と。 またあおうね。 

城尾淳一 

 伝道の書 3章「またあおうね」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日之影キリスト教会 

週報 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒882-0402 宮崎県西臼杵郡日之影町岩井川 2724-1 

【 献金口座 】 宮崎銀行 高千穂支店 117216 城尾マコト 

 

 

主 の 祈 り 
 天にまします我らの父よ、ねがわくばみ名をあがめさせ給
え、御国を来らせ給え、御心の天になるごとく地にもなさせ
給え。 
我らの日用の糧を今日も与え給え、我らに罪をおかすものを
我らがゆるすごとく、我らの罪をもゆるし給え。 
我らをこころみにあわせず、悪より救い出し給え。 
国と力と栄とは限りなく汝のものなればなり。 

アーメン 
 

使 徒 信 条 
我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子
我らの主、イエス・キリストを信ず。主は聖霊によりてやどり
処女マリヤより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受
け十字架につけられ、死にて葬られ、陰府に下り、三日目に
死人の内よりよみがえり、天に昇り、全能の父なる神の右に
坐したまえり。 
 
かしこより来りて、生ける者と死ねる者とを審きたまわん。
我は聖霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪の赦
し、身体のよみがえり、永遠の生命を信ず。    

アーメン 
 

子供讃美歌 484神様ありがとう 
神さまありがとう 今朝受けた恵みと 
心の糧を 感謝します 
神の子供として 歩んでいけるように 
いつもそばにいて お守りください 
 
父なる神さま 御子なるイエスさま 
御霊の神さまに ハレルヤ アーメン 

 


